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臼井邦彦　訳
Irving Fisher, "A Statistical Method for Measuring `Marginal Utility and
Testing the Justice of a Progressive Income Tax" 1927 (1)
Translated by Kunihiko Usui
1. 'I-ど
J. B. Clarkが経済科学(economic science)に対して行った多くの貢献の1つは、 Jevons、 Men-










































































































稔 費 消 額 Sl、 S2、 S3
食 物 の % 中h 02、 03
食 物 価 格 指 棟 F., F*、 F3 F,=F,
寒 t ^ ㌔ P1、 P2、 P3






































的数値であると仮定されるかもしれないo S2を600ドルに等しく、 W2を1 (unity)に等しいと仮
定してみよう。新しい言葉を使うと、我々はこの後者の単位を(「好ましさ」 .wantability)か「欲

































仮 定 W2=l欲 求度 =ケース 2の追 加 1 ドルに対 す る欲求
仮 定 F*=1.00 ドル =ケース 2の 食物の 価格指標
乗 ず る ことに よ り得 る W2F2=1欲求 度 =ケース 2の食 物の 追加 1ポ ン ドに対 す る欲求
次 と同 じであ る W,F,=1欲求 度 =ケ】ス 1の食 物の 追加 1ポ ン ドに対 す る欲求
仮 定 F,=1.337aドル =ケース 1の食 物 の価格指標
除す こ とに よ り得 る W]写0.75の欲 求度 =ケー ス 1の追 加 1 ドルに対す る欲 求
我々はいまやW2からWlを求めたO次に同じようにW2からW3を求めることができる。簡単
に示すと次のとおりである。
仮 定 W.=l欲 求度 =ケ】 ス 2の追 加 1 ドルに対 す る欲求
仮 定 Ri=1.00 ドル =ケ】 ス 2の家 賃の価 格指標
乗 ず る ことに よ り得 る WiRォ=l欲求 度
=ケー ス 2の住 宅 の追 加 1平 方 フ ィー トに対 す る
欲求
同 じで あ る W3R3=1欲求 度
=ケ】 ス 3の住 宅 の 追加 1平 方 フ ィー トに対 す る
欲求
仮 定 1*3=3.00 ドル =ケー ス 3の住 宅の 価格指標





























































































仮 定 S2=600 ドル 写 ケ ー ス 2が 費 や す ドル 稔 額
予 算 表 よ り 0.2-50% = ケ ー ス 2の 食 物 の %
乗 ず る こ と に よ り得 る &it)2=300 ドル = ケ 】 ス 2が 食 物 に 費 や す ドル
仮 定 FB= 「1ポ ン ド」 当 た り 1 ドル = ケ 】 ス 2の 食 物 価 格 の 指 数
除 す こ と に よ り得 る (&dte) FE=300 「ポ ン ド」 = ケ ー ス 2の 食 物 の 測 定 尺 度
同 じで あ る (SL中1) Ft=300 「ポ ン ド」 =ケ ー ス 1の 食 物 の 測 定 尺 度
仮 定 F)= 「1ポ ン ド」 当 た り 1.33"A ドル = ケ 】 ス 1の 食 物 価 格 の 指 数
乗 ず る こ と に よ り得 る Sl中1=400 ドル = ケ ー ス 1が 食 物 に 費 や す ドル
予 算 表 よ り 中1=40% =ケ ー ス 1の 食 物 の %
除 す こ と に よ り得 る S,= 1,000 ドル = ケ 】 ス 1が 費 や す ドJL/総 額
同様に、ケース3で費やされる総額であるS3を得るために、次のとおり我々は続けるo
仮定 52=600 ドル =ケース 2が費や す ドル稔 額
予算 表 よ り p2=20% =ケ ース 2の家賃 の%
乗ず る こ とに よ り得 る &ps=120 ドル =ケ ース 2が家賃 に費 やす ドル
仮定 & =1平 方 フ ィー ト当 た り 1 ドル =ケ 】ス 2の家賃価 格 の指 数
除す ことに よ り得 る (&&)1*2=120平 方 フ ィー ト =ケ ース 2の住宅 の測 定尺 度
同 じであ る (&p3)R3=120平方 フ ィー ト =ケース 3の住宅 の測 定尺 度
仮定 R3=l平 方 フ ィー ト当 た り 3 ドル :十 一 蝣<3ォ-T*ォ^
乗ず る こ とに よ り得 る S,pサ=360 ドル =ケ 】ス 3が家賃 に費 やす ドル
予算 表 よ り p3=25% 十一 ~¥3i'1本 u^ 斗














チャ】 トⅡ 所得 と支 出 (S)が増 加するにつれて 、い かに して追加 1 ドルに対す る欲求 (W) が減少 するか を示 すO























































































































































































i ) "王S `U丘W the Most Suitable Term hr the Concept which it is Used to Denote?" American Economic Review,







に対する欲求」 (want-for-one-more)、あるいは単調性を和らげるために「最終効用渡」 (final degree of









sire)に基づいている。十分な説明については、拙著"Mathemaidcal Investigations in theuleory of Vdue
and Prices, Transactions of the ConnecticutAcademy, Vol… K, July 1892, pp. 1-124, republished 1929, Yale
University Press (久武雅夫訳r価値と価格の理論の数学的研究J H本経済評論社、 1981年2月)を参照
せよ。
2) Op. Cit.,pp…11-24,86-89.私が知る限り、これは、 「効用」 (utility)もしくは「欲求」 (want)を、数学
的数量を定義するものとして取り扱う(そこで引用したEdgeworthの試みを除き)唯一の試みである。
3 ) Theo,秒ofPolitical Economy, p. 13…
4) Op. of., p. ll.





7)このほとんど自明の原理の教学的議論について、読者はJevons、 Marshall、 Edgeworth、 Gossen、 Man-







訳槻*1)本執ま、 Irving Fisher, "'A Statisi丘cal Method for Measuring `Marginal Utilityl and Tesi血s the Justice
JOS
「累進的所得税の公正さの検証とr限界効用」の測定のための統計的方法」
of a Progressive Income Tax," Jacob H. Hollander, ed., Economic Essays Contributed in Honor ofJohn Bates
Clark, MacmMan, New York, 1927, pp. 157-193.のうち、 pp. 157-177の邦訳であるO
訳者注*2)本文のfamilyについてはその用い方から、敢えて「家族」ではなく、 householdと同じく「家計」
と訳した。
訳者挫83)原文は指示語のthatであるが、 wantであると解釈して「欲求」と訳したO
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